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『サンカク』では正社員採用はもちろん、副業という新しい働き方も推進し、企業の事業成長に本当に必要な
人材獲得を支援しています。例えば、人材不足にお悩みの地方企業に対して、副業による新しい働き方の定着
や、リモートワークによる地方創生の推進など、既存の採用手法では獲得が難しい人材に対して今までにない
切り口の採用活動を支援しています。 

一方で、新型コロナウイルス感染症の影響も受け、働く人にとっても今後のキャリアや働き方について“もやも
や”を感じる方が増えてきたのではないでしょうか？『サンカク』ではそんなビジネスパーソンに対し、「一歩
踏み出すきっかけをつくり、自分では気付かないキャリアの可能性を発見したり、自分にフィットした働き方
を見つける」、そんな場を提供しています。 

『サンカク』から「未来の採用」「未来の働き方」「未来のキャリア」についてお届けするニュースレターが    
「ミラキャリ通信」です。 

Vol.6： 「テレワーク」の導入で地方でも新しい働き方の推進を 

首都圏と地方の間で広がる「テレワーク格差」 

リクルートキャリアが 8 月に実施した「新型コロナウイルス禍
での仕事に関するアンケート調査」によると、緊急事態宣言下で
テレワークを経験した人は 48.0%。これを地域別に見ると、   
生産年齢人口が多い東京都は 71.1％、神奈川県では 63.8%、  
大阪府は 64.8%と、全体と比較して 15 ポイント以上の差がつい
ています。 

一方で、その他 44 道府県に目を向けると 38.5%にとどまってお
り、東京とは実に 32.6 ポイントもの差がついていることが分か
りました。 

東京を中心とした大都市圏では、再び緊急事態宣言が発令され、在宅勤務拡大の動きが高まっています。この
動きを受けて、テレワーク実施企業はさらに増えると考えられ、このままでは地方との「テレワーク格差」が
ますます広がると予想されます。 

  

株式会社リクルートキャリア「新型コロナウイルス禍での仕事に
関するアンケート調査」（2020 年 9 月） 
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テレワークの推進で、地方企業が遠隔地のビジネスパーソンとつながる 

そんな中、いち早くテレワークに対応し、成果を上げている地方企業があります。 

石川県金沢市の「ガクトラボ」は、若者がチャレンジし活躍する地域を生み出すため、「実践型インターンシッ
プ事業」「採用活躍支援事業」「学生活動キャリア支援事業」「子ども・若者のキャリア教育・起業家教育事業」
などを展開している企業。2015 年の設立時から、テレワークを取り入れています。 

「オフィスはありますが出社義務はなく、会議や日常のコミュニ
ケーションはリモートが中心。ビデオ会議で打ち合わせをしたり、
ビジネスチャットで雑談をしたり、カレンダーツールで日常の動き
を共有しています」（株式会社ガクトラボ代表取締役・仁志出 憲聖
さん） 

同社の従業員は、アルバイトや副業者も含め８名。他にプロボノと
して数名が働いています。子育てをしながら働くワーキングマザー
や、マレーシアに在住しながら副業で働いている人、東京で働きな
がらプロボノとして関わっている人など多彩な人材が集まっていま
す。 

「以前からテレワークがメインでしたが、コロナ禍を受けさらにテ
レワークに振り切り、環境整備に注力。遠隔地に住んでいたり、育
児など制約がある方や『テレワークなら関わってもらえる方』にも

ジョインしていただきたいと考えました。その結果、子育て中ながら経験を活かして社会復帰したいと考えて
いた方や、マレーシアに居ながら故郷の北陸のために貢献したいという方、また都心に居ながら『北陸には縁
があるので、現地学生や企業のために頑張りたい』という方が集まってくれて、とてもうれしく思っています。
コロナ禍を受け、自身の働き方を見直すビジネスパーソンが増えていることもあり、志の高い方に興味を持っ
ていただけるチャンスだと捉えています」 

業務柄、地元企業との打ち合わせや会議などの機会が多いそうですが、以前に比べテレワークのやり方やプロ
ボノの採用の仕方を質問される機会が増え、「地方企業の姿勢も変わってきたと感じる」と言います。現状は、
オンラインでの環境整備やスキル不足、既存のビジネスの方法から変化することに抵抗がある企業もまだまだ
多いとのことですが、中には「目が行き届かず管理できないから」などの理由でテレワークに二の足を踏んで
いる企業も。 

「ブレーキになっているのは、『自社の社員を信じ切れていない』ことだと感じています。社員を信じていれ
ば、さぼる社員が増えるのではないか？なんて懸念は起こらないはずです。テレワークが正義だとは思ってい
ませんが、テレワーク化することで自分自身のペースでイキイキ働けるようになった人や、新たに働くチャン
スが得られた人がいるというのは事実。企業にとってやる気ある人を採用するチャンスにもなるし、働く側も
より自分らしく生きられる一つの選択肢になり得ます。テレワーク導入に悩んでいる企業は、『人の可能性』を
信じて一歩踏み込めば、効果を実感いただけるのではないでしょうか」 

ガクトラボ 代表取締役 
仁志出 憲聖さん 
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株式会社柚餅子総本家中浦屋は、奥能登輪島の名産和菓子
「柚餅子（ゆべし）」で知られる創業 110 年の老舗和菓子
メーカー。歴史ある商品を守りつつ、新たな商品投入を積
極的に進めており、ブランド力向上に向けた戦略の立案・
推進を任せられる人材を求めていました。 

同社では以前から工場と本社、販売店間のコミュニケー
ション円滑化を目的にビデオ会議ツールを導入するなど、
テレワークの素地を整えていました。それを活かし、首都
圏の人材とテレワークでコミュニケーションを取るように
なったことで、事業企画の経験豊富な首都圏の人材に、副
業で携わってもらうことができました。 

「テレワークは、地元以外に住む優秀な人材に働いてもらえ
るのはもちろん、社内活性化のためにも有効であるはず」と
中浦 政克社長。今回の副業者受け入れを機に、今後は社内
で本格的にテレワークを浸透させたいと考えています。 

「ここ数年は業務が多忙になってきたこともあり、雑務に追
われる従業員が増加。一つの作業に集中したり、新しい知識
をインプットしたりする時間が確保できていないのでは？と
懸念していました。今はまだ、テレワークに抵抗感を持つ社
員も少なくありませんが、少しずつ浸透を図り、個人が自分
の裁量でメリハリをもって働き、かつインプットの時間を確
保できるようになればと願っています」 

テレワーク＋自社の求心力を高める取り組みが重要 

株式会社リクルートキャリア HR 統括編集長の藤井 薫は、人材採用・人材活用の観点から、地方企業が抱える
課題と今後について、次のように語っています。 

東京など首都圏と地方の「テレワーク格差」が広がっていますが、この格差は地方企業の人材求心力に大きな
影響を与えると見られます。 

先の調査において、「地域で働きながら、働きたい企業等（都内）で働ける選択肢があった場合、働き方を変え
たいと思いますか？」という問いに対し、「働き方を変えたい」と答えた人は 71.7%に上りました。さらには
「転職が伴う」という場合でも、59.0%が働き方を変えたいと回答しています。 

深刻な人材難に悩む地方企業は少なくありません。「職住近接を重視しなくてもいい」という人がこれだけ増え
ているにもかかわらず、地方企業がテレワークに対応しきれていない現状は、大きな機会損失といえます。テ
レワークは副業者の受け入れに功を奏すだけでなく、「社員の多様な働き方を応援し、自律性を大切にしている
企業」という魅力訴求につながるからです。 

 

柚餅子総本家中浦屋 代表取締役社長  
中浦 政克さん 

5人の副業者と初めてリアルで会い打ち合わせする様子 
（2020年 10月） 
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一方で、テレワーク導入企業の増加に伴い、「副業先の選択肢」もどんどん広がっています。数ある選択肢の中
から、優秀な人材に注目してもらうには「４つの P」が重要です。 

「４つの P」とは、人か協゙働体（組織）に参加する際の魅力要因のこと。すなわち、Purpose（目標の魅力＝
企業の目的や理念、戦略など）、Profession（活動の魅力＝参加することで得られる経験やスキル）、People（人
員の魅力＝一緒に働く人たちの魅力と心理的安全性）、Privilege（特権の魅力＝活躍するための環境整備）を指
します。 

この「４つの P」にのっとり、「今なぜ、人材を募集するのか」「この会社はどんなありたい未来を描いている
のか」「どんな成長機会があるのか」「どんな人間関係・風土があるのか」「個人のライフスタイルにどこまで寄
り添ってくれるのか」などといった個人の疑問や不安を解消するような発信を、全社一丸で行うことが人材獲
得成功のカギになります。 

テレワークを活用して副業を行うことで、ビジネスパーソンとしての知見も広がり仲間も増えることを知った
個人は少なくありません。彼らが地方企業にも目を向け始めている今こそ、人材戦略の一つとしてテレワーク
という土台を持っておく好機だと思われます。 

 

 

『サンカク』に副業社員として携わる注目の方々をご紹介します。 

第６回目は、ふるさと副業で福岡の企業にジョインされた大石 教博さん、２年半前からテレワークでプロジェ
クトを推進されていました。『サンカク』でもご自身のケイパビリティを活かしながら副業でご活躍されていま
す。 

 

 お名前：大石 教博さん（41 歳） 

 本業：個人事業主 

 居住地：神奈川県 

 『サンカク』での活動開始時期：2018 年夏 

 

『サンカク』からインタビュー 
 
現在の『サンカク』への関わり方を教えてください 

副業社員です。主に社会人のインターンシップの PM（プロジェクトマネージャー）として、クライアント企
業の事業課題・採用課題に伴走する役割をやらせていただいています。 
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『サンカク』へ参加したきっかけ・理由を教えてください 

刺激を求めて参加しました。当時外資系保険会社に勤めていて、仕事も順調でしたが、長く勤めていることで
成長速度の鈍化を自覚し危機感を持っていました。何か面白い場所はないかなと探していて『サンカク』を見
つけ「これだ！」と思いました。 

『サンカク』から得られた経験を教えてください 

私は地元が福岡なのですが、「ふるさと副業会議」という『サンカク』のイベントに参加して、ある伝統工芸の
企業と副業のご縁ができました。単に社外で自分の力が役立てられるのか確認したいということだけでなく、
それまで漠然と、しかしずっと心にあった「地元に貢献したい」という気持ちを、『サンカク』が現実にしてく
れました。振り返るとそれが人生の岐路であったことは間違いありません。本当に良いご縁で、現在でも続い
ています。 

『サンカク』での副業を経験する前と比べての変化、本業に活きていると感じることがあれ
ば教えてください 

想像力に対する認識が少し変わってきたかなと思います。『サンカク』の副業で担当するクライアントは自分の
経験したことがない業界であることが多く、まず知るためにデスクトップリサーチだけでなくその業界をテー
マに書かれた小説を読んだりして想いを馳せています（笑）。本業だと「やらなきゃ」と思ってやるのですが、
サンカクの場合は「知りたい」という動機でできるんです。その時間を通じて「顧客を知る」ということは全
てに通ずるんだなと再確認でき、本業でも興味や好奇心を動力とすることが増えたかもしれません。 

あなたにとって『サンカク』に参加することで「実現できること」は何ですか？ 

「好きなことに携われる時間、その価値の確認」です。これまで会社員として色々な仕事をしてきましたが、
会社のビジョンやミッションに共感していても、どこかに必ず自分の価値観とのずれを感じていました。『サン
カク』に関わったことで「仕事ではなく、人生だと思って仕事を選ぶ」という軸ができ、もっと自由に、自分
の意志と責任で選択する人生を歩みたいと強く思うようになりました。 

最後に、『サンカク』に限らず、社会人インターンシップへの参加を検討されている方にメッ
セージをお願いします 

こんなに投資対効果の高い時間はそうそうないと思います！あなたが動画配信サービスと迷っているそのオン
ラインワークショップは、参加者の顔を思い浮かべながら何時間も入念に練られたものです。安心してエント
リーボタンを押してください！同じようにわくわくしながら参加した他の皆さんとの時間は最高のエンターテ
インメントです。ぜひ楽しんでください！ 

『サンカク』の社会人のインターンシップとは： 

『サンカク』が提供する社会人のインターンシップは、大手企業からベンチャー企業まで企業規模や業種に関わらずさま
ざまな企業が事業課題に関するテーマを掲げ、それらに興味を持ったユーザーがディスカッションを重ねてアイデアや解
決策を提示していくサービスです。キャリアアップを目指すディスカッション参加者は、参加後に企業から副業や転職の
オファーが届く可能性もあります。2021 年 1 月時点で、登録ユーザー数は累計 5.6 万人、社会人のインターンシップのサー
ビスをご利用いただいた企業は延べ約 310 社になります。 
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●【11/27】ミラキャリ通信 特別編集 
「ふるさと副業」への取り組みが加速中ー新型コロナ
ウイルス禍により「テレワーク定着」が追い風にー 

https://www.recruitcareer.co.jp/news/informa
tion/2020/201127-01/ 

●【9/18】ミラキャリ通信 Vol.４ 
「ビジョン・ミッション・バリュー」の策定でコミュ
ニティ全体の道しるべに 

https://www.recruitcareer.co.jp/news/informa
tion/2020/200918-02/ 

●【8/13】ミラキャリ通信 Vol.３ 
本業とは異なる機会だからこそ副業では「自分の興味」
を優先に 

https://www.recruitcareer.co.jp/news/informa
tion/2020/200813-01/ 

●【7/2】ミラキャリ通信 Vol.２ 
「カスタマーファースト」でコミュニティの進化を 

https://www.recruitcareer.co.jp/news/informa
tion/2020/200702-01/ 

●【6/2】サンカク通信 Vol.１ 
今だからこそ挑戦したい「オンラインディスカッショ
ン」 

https://www.recruitcareer.co.jp/news/informa
tion/2020/200602-01/ 
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